
大学と企業が連携して、社会課題への研究成果を社会に還元するサイクルにおけるスタート
アップ創出のしくみを理解できた。

四国地域の人口減少問題は喫緊の課題であり、ICT人材が四国に居住するための起業手法
や大学との連携について考えるきっかけとなった。

 CATV事業は、地域におけるプラットフォーマーとして地域社会への貢献に取り組みたい。

スタートアップ創出について講演 《日本ケーブルテレビ連盟四国支部 オータムセミナー》

 四国総合通信局 中澤局長は、令和６年１０月２４日に香川県丸亀市で開催された２０２４年度日本ケーブ
ルテレビ連盟四国支部主催のオータムセミナーにおいて、ICTスタートアップ創出の促進についての講演を行いました。

 会場には、四国地域のケーブルテレビ事業関係者や番組供給事業者等約１１０名が参加され、「四国の人口減少
等の課題解決のために、産学官がスタートアップ企業の創出やテレワーク普及等に取り組むことが必要であり、新規分
野への挑戦を期待している」と講演しました。

＜オータムセミナー会場の様子＞

参加者の声

四国総合通信局では、今後も産学官の連携による四国地域の課題解決に向けた取組を推進
してまいります。 【お問い合わせ先】 四国総合通信局 情報通信部 放送課 TEL 089-936-5039

＜オータムセミナー講演次第＞
 「サイバーセキュリティリスクと保険」
日本ケーブルテレビ連盟技術部部長 熊取谷 研司 氏

 「スタートアップ創出のためには」
総務省四国総合通信局長 中澤 忠輝

 「生成AI の基礎から実践へ。 最新トレンドとケーブルテレビ業界での活用
を探る」
日本ケーブルテレビ連盟コンテンツ＆ＨＲ推進部部長 久保田 精一 氏

セミナーの模様

＜中澤局長の講演＞
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